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ディ クテ
ー シ ョ ン の誤答分析に よる単語 1丿ス トを使用 した

発話単語認知の 向上 に つ い て の 研究

小 山　 尚．史 （岡山大学）

Abs廿act 　Two   由 of　English　word 　lists　based　on 　eπ or 　analysis 　of 丗ctaUon 　were 　used

f（）rthe 　improvement 　of 　spoken 　word 　recognition 　in　listening．　 Two 　classes 　ofuniversity

students 　practiced　with 　either 　the　list　of 　correct 　answers 　or　that　ofwords 　with 　contrasting

phoneme　sequence 　based　on 　error 　analysis ．　 The　effects 　were 　measured 　by　the　dictation

of　target　words 　in　different　sentence 　contexts 　and 　were 　analyzed 　compa 血 g　with 　the

results 　ofthe 　first　dictation，　 Some 　suggestive 　findings　can 　be　observed 丘om 　the　results，

1 ．は じめに

リス ニ ン グの 最重要要因は ，
Abe （2003）に よ ると高校生で は聴覚で の 単語認知で ある 。 しか し ，

Rost （2005）に よる とリス ニ ン グ中 の 語彙知識 の 活性化 の 仕方は ， あま り研究 され て い ない
。 英

語の リス ニ ン グで は ， 河野 （2001）によると処理単位 の PSU （PerceptUal　Sense　Unit： 知覚的意

味単位）内で音声知覚 し単語認知す る。 そ の た め ， 本研究では音声知覚しなが ら語彙知識が活性

化 され る過程を取 り上 げる。特 にディ クテ
ー

シ ョ ン を行 う際の 誤答 に注 目して 調査 した 。 誤答の

単語の 音声形体 （音素 ・音節）に つ い て ， 音節認識 に関わ りなが ら音声知覚する音素 （列）に着

目して 練習 を行い 結果を分析 した 。 すなわち ， 実際の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン にお い て 聞き間違えや

すい 単語 の 音声知覚に役立 つ 練習 として ，ディ クテ
ー

シ ョ ン の 誤 答中にある個 々 の 音素よ りも原

則的に 2 つ 以上連続する音素列 を取 り Lげた。これ らの 聞き間違え易い 音素列を正答 の 単語の 発

音 と対照 させ て聞き分ける練習 に よ り，音素知覚と音節認識 を同時に向上 させ て 単語認知お よび

リス ニ ン グ能力 を向上 させ るた め の 指導を行 っ た 。

2 ． 研究の背景

2．1　 先行研究

　河野 （2001）は リス ニ ン グの 処理 単位は
一定の 固定 した文法的単位で はなく，PSU とい う短期記

憶の 記憶域 に対応す る約 7 ± 2音節 の 長 さの 文 法的意味 単位で ある と述べ て お り，聞き手 は音声イ

ン プ ッ トの 知覚 ・記憶 ・保持を行 う全体的音声処理機構 と，PSU と次の PSU 問の 意味的文法的関

係 を分析 して 意味を理解する分析的音声処理 機構を働 かせ る こ とを明 らかに して い る 。
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　聞き取 りの 際の 単語 の 知識 の 役割 に つ い て，McQueen （2005）は ，単語 の 知識 はそ の 単語 を構成

して い る音声の 語彙ア クセ ス 前 （prelexical）の 分析に介入 しない が ，語彙ア クセ ス 前の 処理 と して

聞き手は音声信号 （speech 　signal）砺 羊細な音声学的分析 を行 うと述べ て い る 。 また，　 Mirak　and

Rescorla （1998）は ， 語彙獲得には聞き手 の 音声学的 レ パ ー
トリ

ー
が 関係する と述べ て い る 。 さ

らに ， 単語 より小さな単位の 音節 にっ い て，Treiman　and 　Danis（1988）は，話され る音節の 短期

記憶の誤 りは
， 音節の 言語構造の 影響を受ける こ とを指摘 して い る 。

　
一

方，従来の 音素対立 の 指導にお ける モ デル 単語 と音声上の 類似が想 定され る数単語か ら単語

を選択す るテ ス 1・（小池他 1978）は，実際 の コ ミュ ニ ケー
シ ョ ン にお い て PSU を知覚する過程

で の 単語認知や単語連続の つ なが りで起 こ る誤答分析に基づ い て い ない
。 しか し ，

リス ニ ン グの

困難要因 として の 重要な閤題 を取 り上 げる必要 を Wilson（2003）は指摘 して い る 。 そ の た め ， 本

研究で は，実際 の 練習が学習者 の リス ニ ン グ能力向上に効果的 と考え られ る問題点 として ， リス

ニ ン グ の 処理単位の PSU の 知覚過程で の 単語の 聞き問違い の 誤答分析 に基づ く聞き分け練習を

行 い そ の 効果 を分析 し た。

2．2 ディ クテ
ーシ ョ ン の誤答分析

　平成 18年度教養教育で使用 した ビデオ教材『ABC 　World　News 　8』（山根繁・Kathleen　Yamane ，

2006）の デ ィ クテ ーシ ョ ン の But （in　the　past　several　yeais），
　it　has　tested　long−range 　missilcs ．の

括弧 内の 誤答に ，impossible　use や impossible　the　use が6名 の ク ラ ス 中に 1名ずつ あ っ た こ とが

小 山 （2009）で 報告 されて い る（注 1）。PSU に 関わる前述の 2つ の 音声処琿機構は，河野 （2001）や，

Ellis（2001）に よる言語獲得の ため の 作動記憶モ デル が 表わす図 1か ら， 図2の 誤答分析の よ うに階

層 を成 して い る と捉 えられ る（小 LU，2008）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 文法 ・意味 レベ ル ：分析的音声処理機構

　　　　　　　　 　　　　　　　PSU 　　　　　 impossible　　　　 use

／ 単語

　 　 卩
ha冂d  Fじalloop

lllllll
　   Sp 日幅a1曲 にh岬

lllllll

　 im −pos−si−ble

／ 1＼＼

図 1 言語獲得のための作動記憶モ デル ，

　　　 （Ellis，2001，p．36 よ り）

use

音節　　 im　×　pos　 si　b正e　 use

　　　　　l　　　 l
音素　　 Im × x 　p（i（【）s × sob × × 1　 jd【z

　　　　　　 I　 IIIIIIIIiI／↑气
Input　　　m 　　δe　pd：st　s｛5vrgl　jiorz

　　　　 in　the　past　several 　years

音声知覚 レベ ル ： 全体的音声処理機構

　 図2　PSU内 の 処理過程の 実際例 ，

　　　（ノ」・LL」，
2008

， p．37より力口筆）
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　図2の 階層毎の 分析や，前述 の McQueen （2005）の研究，お よび Cutler　and 　McQueen （1995）

によ る強音節の 認識 が，連続す る単語間 の 語境界の 認知に重要で あるとい う指摘か ら語彙ア クセ

ス 前 （prelexical）の 音素や音節の 正 確な知覚 が ， 語境界の認識および単語認知に 関わ ると捉 え ら

れ る。こ の た め， リス ニ ン グで はPSU の ll皆層性 から音素 ・音節 ・単語 ・PSU が連動的に 関係 し

て 知覚 し認識 して い る と考え られ る 。 また表 1よ り， 音素 ・音節の 認識 の 誤 りが単語認知 の 多様

な誤 りと して表れ て い る。

表1PSU

内の音節ごとの 音声知覚

（小 山，
2008 よ り加筆）

音節内の 音素を　○ ：全て 知覚　　 △ ：部分的 知覚

　　　　　　　 × ： 知覚で きない ▲ ： 誤 追加

00 ○ ○　 ○ ○

正 答
inthepastsevera1yea 「s

△ × △ △ 　 △ △

誤答例 1im
’pos 一sibleuse

× X △ X 　 △ △

誤 答例2
pass theyea 「

× X ○ △ 　　△ ▲ △

誤答例3
pastsome　of 　the　year

　図2お よび表 1か ら，音素や音節の 正 確な知　　　　　　図3 単
一

発話の表示 レベ ル ．

覚が単語 を選択 して認知す る前に必 要 と考え　　　　　　　（Field， 2008b，
　p．114＞

られ る 。
つ まり ， PSU を瞬時に知覚 し単語認

知す る際 ， 音素 ・音素列や音節 の 知覚が ， メ ン タル レ キ シ コ ン か ら語彙検索す る前に必要 と捉 え

られ る 。 すなわち，単語 の 音声的形体の 想起に は
， 音声知覚 レ ベ ル で ， 単語単位で はなく音素と

音節 の 知覚が重要にな っ て い る 。 この こ とを発展 させ るため，表2で リス ニ ン グの 下位技能 とその

処理 をPSU の 構成単位 ごとに分類 した。

表 2

リス ニ ン グの下 位技能と処理 ： PSUの構成単位別

構成単位 音　素 音節　　　　　 単　語　　i　 PSU ； チ ャ ン ク

下位技能 音声 知覚

　　　　　　　 」

音節 認 識 ・分節 単語認 知

知覚 ・
記憶 ・保持

文 法分析 ・意味処理

下 位 技能

で の 処 理

・個 々 の 音素 レ ベ ノ

例） 1mノ
，
ノn1等 の

識別

・音節毎に 単語を

　分け る

・語 境界 の 識別

・単語 の ス ペ ル

の 認識
・意味選択

・数単語 の 音声知覚 ・

記憶 ・保持 、
・文法分析 と意味理解
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また ，Field（2008b ）は，リス ニ ン グで の 処理の 階層性 に つ い て個 々 の レ ベ ル で全 く分れ て しま

うわけで は な く重なる部分が ある として 図3の よ うに 示 し て い る 。

3 ．実験

3．1　誤答分析によ る音素列対照単語 リス トの 作成

　音素列対照単語 リス トの クラ ス は，正 答と誤答の 発音を比較 して両方の うち IE し く聞き取れて

い る同 じ部分以外 の 聞き聞違えて い る音素列に焦点を当て た。iE答 と誤答の 2 つ の 単語の 発音を

比較 し，それぞれで 異なっ て い る音素列の 部分を取 り上げて，それ らの 音素列 をそれ ぞれ に含む

別 々 の 単語を正答 と誤答につ い て選び練習を行 っ た c
つ ま り，ディ クテ

ー
シ ョ ン を誤答分析 し，

図 2 や表 1の観 点か ら闘き間違えて 書い た単語 中の 音素列 に っ い て，同 じ音素列を含む別 の 単語

を使 っ て 対照 させ る。例 えば，図 2 の 正答 と誤答の years と use ，　 several と一sible の 対比 で ，個々

の 音素 より原則 的に 2 っ 以上連続す る音素列の対照を取 り上げ る 。 聞き間違えた音素列を含む別

々 の 単語 と対比 させ て 聞き分 ける練習を行 う。正答 と誤答の 単語 の 発 音 （例 1）を比較する と，

それ ぞれ 同 じ部分は 聞き取れ て い る。

　例 1）jiarzとjU：z ，　 s6vrel とseb（e）1　 例 2）iorとti：，6vrとob

　その ためそれぞれ 同 じ部分以外 の 部分 （例 2）の 聞き間違えた音素列 を取 り出 し
， それ らを聞

き分ける練習 を別 々 の 単語の ペ ア を選 ん で行う。 正答 と誤答に対照的に含まれ る音素列を別々 の

単語中に含む他 の 単語の ペ ア を LDOCE （Longman 　Dictionary　of 　Contemporary　English）5th　Ed

等 の 発 音サ
ー

チ機能 を使用 し て リス トア ッ プ し た
。 例えば ，

正 答 と誤答で対照す る音素列 （例 2）

を含む単語 と して fearsと foels，　 near と noodle ，　 every と capable の ペ アが リス トで きる。

　リス トによる練習 に より， 聞き間違えた 音素列 の音声知覚能力が 向上 し
， 単語の ス ペ ル 認識が

促 され メ ン タル レ キ シ コ ン か ら正確な単語 の 検索や選択に至 る と考えられる。聞き間違えやす い

音素列 を対照的に提示す る単語 リス トを使 用 して，実際に聞き間違えやすい 音声知覚能力の 向上

に役立 つ リス ニ ン グ練習を行 い
， 単語認知能力 と リス ニ ン グ能力 へ の 効果を測定する 。

3、2　手順 と方法

　以下で は仮説，使用 した教材，実験参加者 ， 指導手順 に つ い て述 べ る。

仮説 ：個 々 の 音素よ り大きなチ ャ ン ク の 音素列 の 対照は ， 音節認識を しなが ら同時に音素知覚を

　　　向上 させ るた め ， 実際の 単語認知が 向上 し， さらに リス ニ ン グ能力が向上する 、，

教材 ：TOEIC 対応テ キ ス ト ： 『A 　Spiral　Course　for　the　TOEIC 　Test一ス パ イ ラル 方式で 攻略する

　　　TOEIC テ ス ト
ー
』金星堂

実験参加者 ：統制群 ：工学部 2年生 18人　 実験群 ： 文学部 ・法学部 ・経済学部 2．年生 19人

　　　2 クラ ス は初めの 受講生か ら欠席者 ・再履修者等を除い て 分析 した。 実験開始時の 英語能

　　　力判定テ ス ト（日本英語検定協会）の 筆記 （語彙 ・熟語 ・文法 文章構成，読解の 3分野）

　　　35分及び リス ニ ン グ 25 分 の IRT （項 目応答理論）に 基づ く絶対評価に よる ス コ ア の 平均
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　　　 は ，統制群は 508．1，実験群 は 5299 で あ っ た。リス ニ ン グだけの ス コ アは得 られない た

　　　め 同分野 の 平均正 答率 を比 較 し た
。
ただ し平均正 答率 に 問題 の 難易度は 反映 され て い ない。

指導手 順 ：表 3 の 手順 2 お よび 3 で ，授業進度に応 じ誤答集計 と分析が終了 したユ ニ ッ ト順 に作

　　　成 した単語 リス トを加 え て行 き提示 した。誤答集計 ・分析後 に授業 4 同で 単語 リス トを提

　　　示 し ， 復習の授業 へ の 2 回以上 の 参加者を分析 した。正答の 単語 リス トの 練習 は，聞き間

　　　違 えた単語の 正答だ けをス ペ ル を見せ て発音を 2 回ずっ 聞かせ た。
一方，音素列対照単語

　　　 リス トの 練習は，正答 と主な誤答 に加 え て 間違えた 音素列を対照的に含む別 々 の 単語 の ペ

　　　 ア をス ペ ル を見せ て 発音を 2 回ずっ 聞かせ た （イ・」録参照）。

表 3

実験手順 ： 誤答分析と単語リス トの作成

手 順 実験 群 統 制 群 備 考

1 デ ィ ク テ ーシ ョ ン ・デ ジメ モ 、SD カ
ー

ド保 存

手書 き用紙（図 収チェ
ッ ク 〉

同た プ リテ ス ト

．授 業 進 度 に応 じUni 晦

英 語 能 力 判 定 テ ス ト
・

リス ニ ン グ分 野 の 工 答率 同左 プ リテ ス ト

2 デ ィ ク テ ー
シ ョ ン の 誤答 集 計

・分 析

・
誤答 の 単語別に 集 計

・音素 列 の 対 照 分析

・同 左

・
音素 列 の 対 照 分 析 な し

ク ラ ス 別 に 原則 5 人 以 上

の 誤 答 をUnit毎 に 分 析

3 音素列 対 照 単語 リ ス トの 作 成 ・聞 き 間違 えた 音 素 列 を 含む

正 答 と 誤 答 の 単語 に 対 す る

音素列 対 照 単語 の ペ ア

・
誤 答 に つ い て正 答 の 頃語

の リス ト

辞 書の 発 盲サ
ー

チ機 能

4 音 素 列 対 照 単 語 リス トに よ る

練習

・正 答 　 誤 答 の ペ ア お よび

正 答 の 音 素 列 対 照 単語
一

誤 答

の 音 素 列 対 照 単 語 の べ ァ

・
正 答 の 単 語 リ ス トを使 用 パ ワ

ー一ポ イ ン ト

5 デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン

喝 「亅コ ン テ ク ス ト〉

・
主 に TOEIC 関係 の 例 文 を利 用 同左 ポ ス トテ ス ト

英 語 能 力 判 定 テ ス ト
・

リス ニ ン グ 分 野 の 正 答 率 同 左 ポ ス トテ ス ト

手順 5 の 日標単語 を別 コ ン テ ク ス トに含むデ ィ クテーシ ョ ン は，TOEIC 関連の 藤井 ・宮

野 （2006）等か ら例文を利用 した。また テ ス トは，英文読み上 げソ フ ト（Globalvoice　English

Professional）を使い 各 Unit毎に 2 回ずつ 聞かせ た。テ ス ト終了後に解答用紙に書き写す

時間を約 5 分取 っ た。練習後の ディ クテ
ー

シ ョ ン の 空欄数は 44，単語数は 61 で あっ たが
，

単語 リス トの提示が不正 確だ っ た 3 語を除く 58 語 の 得点を分析 した （注 2）。 ディ ク テ
ー

シ

ョ ン の 採点の原則および 採点基 準は，正 しい ス ペ ル の 場合 1語 に っ い て 1 点 とした（注 3）。

正 答に加 え て答えるぺ き単語数 よ り多 く余分な語を答えた揚合は減点 した。また複数の 単

語，例 えば熟語 の 場合は語順 を重視 して採点 した。教材の 内容 は，Unit　6 は 自動車の 故 障 ，

職場で の 会話な ど，Unit　7 は機内ア ナ ウン ス な ど，　 Unit　8 は天気予報，　 Unit　l　O はオ フ ィ

ス で の 会話が主な トピ ッ クで あっ た （付録参照）。

4 ，実験結果の分析

　先ず，英語 能力判定テ ス トの リス ニ ン グ分野 の 正答率につ い て 指導法別 × 練習前後の 2要 因分

散分析を行 っ た 。 条件 ご との 平均値 と標 準偏差を表4に示す 。 また指導法実施前後 の 各群 の 平均
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正 答率を図4に示 す。2 種類 の 単語 リス トに よる指導法の 間，お よび練習前後 2回の英語能 力判

定テ ス トの リス ニ ン グ分野正 答率 の 平均値 間に差が あるか を検討するため，2要 因の 分散分析を

行 っ た。指導法の 要因は参加者間要因，練習前後 の 要因は参加者内要因である。検定の 結果，指

導法の 要因に 5％水準で 有意な主効果が見 られ

表4　英語能力判定テ ス トの リス ニ ン グ分野

正答率の 平均 と標準偏差

統詳司群（n
＝18 ） 実験君羊（n ＝19 ）

M SD M SD

自称　　　73．14　　　】3．74

彳妾　　　70．18　　14．66

81．58　　 8．05

78．42　　　10．22

た （F （1，35）；5．81，p ＜ ．05）。 f）　fl後 の 要因に

主効果はみ られ なか っ た （F （1，
35）＝2．79

，
n ．　s．

）。前後 と指導法の 交互作用 は有意で は なか っ

た （F （1，35）＝．OO，　n ．s．） 。 　 　 　 　 　 　 図4 単語練習前 後の リス ニ ン グ分 野正 答率の 変化，

　また，ディ クテ ーシ ョ ン の 得点に つ い て単語

リス ト （正 答 ・音素列対照） ×練習前後の 2要因の 分散分析 （混合計画） を行 っ た。条件 ご との

平均値と標準偏差を表 5に示 す 。 また，練習実施前後 の 各群 の 平均点を図 5に示す。

表5

デ ィ クテ
ー

シ ョ ン得点の 平均 と標準偏差

統f后1亅君羊〔n ＝18） 実験群（n ＝19）

M SD M SD

前 31．678 ．86

後 35．398 ，97

34．47　　　7．60

37．42　　　8．06

　 2種類の 単語 リス トに よる指導法間，および

練習前後 2回 の デ ィ クテ
ー

シ ョ ン 間の 平均点に

麓欝 繍齢購 麗鬻費
す る2 要因分 散分析 （混合計画）を行 っ た 。　　　　 図5 単語練習前後の デ ィ クテ

ーシ ョ ン 得点の 変化．

　その 結果，指導法の 要因に主効果はみ られな

か っ た （F （1，
35）＝ 0．88

，
n．s．）が ， 練習前後の 要因に 1％水準で有意な主効果が 見 られた （F （1，

35）
− ll．75，p ＜ ．OD 。前後 と指導法の 交互作用は肩意 では なか っ た （F （1，

35）
＝0．16

，
　n ．s．）。
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　ま た，以 下で は統制群 と実験群をそれぞれ E位群 と下位群 に分 けて各群の 上位 ・ド位群 ご とに

分析 を行 っ た。統制群上位 ・実験群上位 の デ ィクテーシ ョ ン の 得点につ い て ，単語 リス ト （正 答

・音素列 対照） × 練習前後の 2要因分散分析 （混合計画） を行 っ た。条件 ご との 平均 と標準偏差

を表 6に示す。また，練習前後の 各群 の 平均点を図6に示す。

表 6

ディ クテ
ー

シ ョ ン得点平均 と標準偏差

表 7

ディ クテ
ーシ ョ ン得点平均 と標準偏差

統制群上位 （n
＝8 ） 実験群上位 ＠

＝7 ） 統制群下位 （n
＝ 10） 実験群下位 ＠ ＝ 12）

M SD M SD M SD M SD

日行　　　39．25　　　6．07

後 40．757 ．65

42．29　　　　5．19

44．57　　　　5．86

前 25，605 ，25

後 3L107 ．77

2992 　　　4、27

33．25　　　6．00

　結果は指導法の 要因に主効果はみ られなか っ た （F （1，
13）一　1．32

，
n．s．） 。 練習前後の 要因に も

主効果は見 られなか っ た （F （1，
13）＝2．e7

，
．11．s．）。ま た前後 と指導法 の 交互作用 も有意で はなか

っ た （F （1，13）＝ O．09，　n ．s．）。

　さらに，統制群下位，実験群下位の デ ィ クテ
ーシ ョ ン の 得点に つ い て ，同様 の 分散分析を行 っ

た。条件ご との 平均 と標準偏差を表 7 に ， また練習前後の 各群の 平均点を図 7 に示す。

　結果は指導法の 要因 に 主効果はみ られなか っ たが （F （1，
20）；2．32

，
n ．s．），練習前後の 要 囚に

1％水準で有意な主効果が見 られた （F （1，
20）

櫻；ζ∴ 灘購飜興 「　　　
　

　　 旨

46

44

24

得

点

40

38

前 後

群上 位

群上 位

図 6 単語 練習前後の デ ィ クテ
ーシ ョ ン 得点 の 変 化．

後

下位

下 位

図 7 単語練習前後の デ ィ クテ
ーシ ョ ン 得 点の 変 化．

■
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5 ．考察

　 図4より両群は同様 に リス ニ ン グ分野正答率 の 2回 目が下が っ て い る。原 囚 として ポ ス トテ ス ト

の 別 コ ン テ ク ス トの デ ィ クテ
ーシ ョ ン は英語能力判定テ ス トの 受験直後に実施 したため ， 集中力

が い くらか ドが り，意味内容の 分析処理等に必要 な注意力な どが下 が っ た可能性が考 えられ る。

　練習前後の デ ィ ク テ ーシ ョ ン の得点の 伸び の 傾 向に つ い て ， 図5か ら実験群は統制群 と同様の グ

ラフ の傾 きが見 られ る。音素列対照単語 リス トによる学習効果は ，正答単語 リス トに よる効果 と

比 べ て差があ ま りなか っ た と考え られ る。練習後 に行 っ た別 コ ン テ ク ス トの デ ィ ク テ
ーシ ョ ン 中

の 単語は， コ ン テ ク ス トは 異なる もの の 各 ユ ニ ッ トの ディ クテーシ ョ ン で両群 が学習 した単語 と

同 じ単語で あ っ た。また ，別 コ ン テ ク ス トの ディ クテーシ ョ ン の 目標語で実験後に分析 した 58語

の 内，音素列対照単語 リス トの ペ ア で練習 した 目標語は 13語 ， 初 めの デ ィ クテ
ーシ ョ ン で解答欄

に記人 が なか っ た 同 リス ト中の 目標語は 6語で あ っ た （湘 ）。上述の 13語以外 に正答単語 リス ト中に

含まれ る 目標語は 45語 で あ っ た。そ の た め ，目標語 自体の 練習量は，統制群の 方が実験群 よりか

な り多か っ た 。 正答単語 リス トで練習した 統制群は，誤答との 音素列対照単語 の余分なペ ア を学

習 した 実験群 よ り， 目標語 に より多 く集中で きたと考え られ る、
一方，実験群は統制群 と比 べ て

少 な い 練習量の 割 には，目標語の 単語認知能力が向上 して い る と考え られ る 。

　図6か ら実験群上位 は，統制群上位 とほ ぼ 同様 の グラ フ の 傾 きを示 してお り，大体同程度成績

が 仲び て い る 。 音素列対照単語 リス ト中の 目標語以外 の 余分な単語の 練習は ， 成績の 伸び を抑制

する ほ ど実験群上位の 負担 には なっ て い な い と思われ る。 つ ま り，統制群上 位 と比 べ て 実験群上

位 は，余分な学習を したがそれに よる負 の 効果はなか っ た と考え られ る。

　 と こ ろで ，実験群は 聞き間違 えた音素列を含む 目標語 以外の 単語 も練習を したが，それ らの 音

声知覚の 向上 に基づ く単語認知の 向 Eを測定す べ き単語は ，当初の デ ィ ク テ
ー

シ ョ ン の 目標語だ

けだ っ た。その た め，評価の あ り方が実際の 練習内容に ト分対応 して い ない 面があ っ た 。 音素列

対照単語 リス トに よる練習成果が ，測定 した成績に 1分 に反映 されて い ない こ とが考え られ る 。

練習 と評価 され るべ き 目標語 の 問の 関係が非効率的で あ っ た こ とも考え られ る 。

　図6と図7の グラ フ を比較する と，統制群下位お よび実験群下位 は，統制群 E位 ， 実験群上位よ

りも練習後 に い くらか大きな成績 の 伸びを示 して い る 。 また，図7の グラ フ か ら統制群下位 は
， 音

素列対照単語 リス トで練習 した実験群下位よ りも，正答単語 リス トの 練習に集 中す るこ とによ り

成績の 伸びがやや大きい
。 統制群の ド位は上位に比 べ て単語内に誤 っ て 知覚す る音素列が多く存

在す るた め
，

正 答単語 で練習す る方が ， 実験群の よ うに音素列対照単語 リス トで 余分な別の 単語

の 例 も加 え た練習をす るよ り，単語内の 誤 っ た部分の 音素列に集中し易い と考え られ る。逆に実

験群下位 は統制群下位 に比 べ て得点の 伸びがやや少な い
。 音素列対照単語 リス トで 目標単語以外

の練習が課せ られたた め，統制群下位 に比 べ て 注意が分散 して学習量の割に 目標語 の 成績がやや

伸び て い ない と考え られ る。

　単語認知の 向上 に関 して ，
Norris，　McQueen 　and 　Cutler（2003）は，語彙 レ ベ ル の 分析 か ら得 ら

れ る情報 に よ り，聞き手は時間 をかけて語以前 の （prelexical）範疇を再調整 （retune ）で きる よ う
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に なる もの の
， 語彙分析を担 う知覚過程 か ら語以前の （prelexical）分析 を担うよ り初期の 過程 に

何らか の フ ィ
ー

ドバ ッ ク が なけれ ばならない こ とを指摘 して い る （p．233）。そ の た め単語認識で

効果が得 られ る よ うに変化 を促すに は，繰 り返 して練習を行 う時間が必 要と考 えられてお り ， 聞

き手の 単語認識能カ レ ベ ル に適合 した形で の 提示 の あ り方，お よび練習の 量や回数 をこ なす期間

につ い て 考慮する必要が あると考え られ る 。

　 さて ， リス ニ ン グ能力 の構成要素 として の 単語 認知能力が，全体的な リス ニ ン グ能力に どの 程

度の 影響を及ぼすか を考え る上 で ，図2や図3の 階層性 の レ ベ ル 内にお け る単語認識能力の 向上に

よ っ て どの よ うな差異が起 こ ると考えられ るか を次に考察す る。 リス ニ ン グで の 解読（decoding）

の 重要性に つ い て ，Field（2008b）は，テ クス ト内の 言語的 コ ン テ ク ス ト（co −text），すなわ ち話者

がそれ まで に話 したこ とが正確 に解読 で きて い ない と，聞き手はそ の 発話が何 につ い て か の 明確

な考えを構築で きない ため ， その 不正 確な解読の もっ と後の 発話内容の 理解に連鎖反応を及 ぼす

か も知れ ない と指摘して い る （pp．135−136）。 また ，　Field（2008a）は単語認識の 際に単語の分節

化がで きない と目標単語以外の 語彙候補が，1つ の 単語 内，または数 単語 に渡 り含まれ るか も知

れ な い とい う不明確 さに 占及 し て ，単語認識の ため の 語彙候補間 の 決定は節 （clause ）レ ベ ル で行

われ る必要があるこ と，また単語認識 レベ ル だ けで な く分節化 の 選択で も交渉 （negotiation ）が

必 要で ある こ とを指摘 し て い る （p．　37）。

　以上か ら，語以前の 範疇の 再調整を時間をか けた練習に よ っ て行 い
， 音声知覚能力が向一L し ，

それに よ り単語認知能力が向上 しない と，単語内の
一

部の 音声知覚は部分的に正 しい が他 の部分

が正確 に聞き分 けられ な い 単語 認識が リス ニ ン グ中に連続 し て 起 こ るた め，解読能力 が向上 しな

い
。 そ の 結果 ， 単語単位以上 の 句や文，及び 会話や文 章を聞き取 っ た上で の 内容理解や解釈が求

め られ る全体的 リス ニ ン グ能力の 向上 に ま で 至 らない と考えられ る 。

6 ．まとめ

　以上か ら， ディ クテ
ーシ ョ ン の 主 な誤答を 目標語 として ， 誤 答分析に基づ く 2 種類の 単語 リス

トを使 っ た練習後 に，別 の 文脈 中に 目標語 を含むデ ィ クテ ーシ ョ ン を行い ，主 に単語認知能力 へ

の 効果を比較 した 。 練習の 効果 に つ い て
， 統制群下位が正 答単語 リス トの 練習で単語認識が 向上

した単語 の 音素（列）や音節の 特徴 を調べ るこ とを今後 の課題 とした い
。 また ， 今回音素列対照単

語 リス トに よる間違え易 い 音素列の 聞き分 け練習は単語認知に効果があま り見 られなか っ たが，

練習の 期間や回数の 検討が必要 である。特に音素列対照単語 リス トの 練習の 効果を正答単語 リス

トの それ と比 較す る際 ， 目標 の 単語以外の よ り幅広い 単語認知 の 向上に役立つ よ うな形で適正に

測定 ・評価 し ， 比 較分析 で きる方法 が必要で あ り，今後検討 した い
。
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注

12

34

2名が欠席で あ っ たため
， 実際は4名の 答 えを分析 した，

提示の 回数や方法が適切で なか っ た ran
，
　 resole お よびディ クテ

ーシ ョ ン テ ス ト中の How ’

s

は 分析 か ら除外 した。また
，
Gate　25 の 25

，
お よび 30　minutes は 同テ ス トに含めなか っ た。

ただ し purchascは練習後の 同テ ス トで 単数形を求めた ため 含めた 。

数字の 表記の 文
．
字または数字 ，

大 文宇の 大小 ，
4：30pm の ピ リオ ドの 有無は不 問 とし た

。

ディ クテ
ー

シ ョ ン の 解答欄 に記人がない 単語は実験群，統制群と もリス トに ］F．答 を加えて 練

習を行 っ た。
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付録

　教材テ キ ス トの
一
部 と2種類の 単語 リス トを以 下に示す．音素列対照単語 リス トの 主 と して 左

側列 にディ クテ
ーシ ョ ン の 目標語 の 正 答 と誤答の ペ ア を，右側列に それ らの 単語 を比 較し，対照

的に異なる音素列 を含む別 々 の 単語の ペ ア を示す。

テキス ト

　Unit　6　Step　2

A ．1，A ；1
’
m 　so　tired　ofhaving （car 　problems）．

　　 B ：What
，
　your　car （brokc　down）again ？

　　 A ：You 　won
’t　believe　this

，
　but　I（ran 　out　of ）gas．

　　 B ：You 　should 　start　taking　the　bus．

　2，A ：Hew ’

s　your（newjob ）at　the　hospital？

　　 B ：It’ great．　So　much （better）than　my （old
　office ）job・And 　my 　coworkers 　are 　so　nice ・

　　 A ：Good．　That
’
s　important，　to　feel　comfortable 　with 　your　coworkers ．

　　B ：There　
’
s　just　one （tiny　problem）．　I　only （get　paid）once 　a　month ．

　　A ：That
’
sterrible，　You 　should 　work 　in　a 　school 　like　1　do．1　get　my 　paycheck　every 　tWo　weeks ．

音素列対照単語 リス ト （実験群）

　Unit　6　Step　2

　　 tiny− time　　 knee− him

　　 paid
−
pay　　　　aide

−
ate

　　 fly− flight　　 eye
− item

Unit　7　Step　2

　gatc
− eight 　　 game

−
aim

schedule

purchase
−
passengerperfect

−
package，

　parcel
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Unit8 Stepl

  low  fog

  mid-90's-midnight

  calls-coast

  swirling  
m

 square,  swearing

  blizzard-bri-

burn off

mtervlew-appetlte

balls-boast showers

early-cookware,  airline

blink-bridge

  UnitlO Stepl

    strategy-strung  rat-rung

    out-at  checkout-attitude

    gotten-gone, got, go cotton-dawn,  hot , grow

    anLon  announce-honesty

ma!ftkMge.coEasMEEVX F (wtnvut)

  Unit6 Step2

    broke down  ran  out  ef  newjob  old  othce

    getpaid shoes  uncomfortable  tight

    heels resole  laptop ovethead

   fly flight

  Unit7  Step2

    boarding 088 Gate 25 45 minutes

    4:30 p.m. closing 30 minutes  complete

  Unit8 Stepl

    forecast clouds  low  fog

    85 mid-90's calls showers

    snow  swirling  blizzard

tinyproblem

stretchon

 board

schedule

purchases

burn off

overcast

Unit lO Step l

  strategy

  keep an  eye  on

leave finish taking out gotten
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